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図 マイクロサテライト による タアサイ、チンゲンサイ、野崎２号 のクラスター分析

図 調査品種・系統間の

（プライマーペアは ⇔
分子量マーカー、１ 供

パターンの差

）
試品種・系統
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図 マイクロサテライト による の種内変異のクラスター分析

て、 は１
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後より詳細な検討が必要
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茎千筋京水菜 と近い関係にあ
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ロサテライトマーカーを用い
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グキナの位置については差異
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関係にあることをうかがわせ
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